
26 － 5
23 － 6
9 － 15

12 － 19
－

主審 副審

玉名 大分大附属
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 23 0 10 3 1 0 0 4 (C) 2 0 1 0 1 0 0

5 ＊ 11 0 5 1 1 0 0 5 ＊ 8 0 4 0 3 0 0

6 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 1 0 0

7 13 2 3 1 1 0 0 7 ＊ 2 0 1 0 0 0 0

8 ＊ 11 2 1 3 1 0 0 8 ＊ 13 3 2 0 2 0 0

9 0 0 0 0 1 0 0 9 ＊ 11 2 2 1 2 0 0

10 ＊ 6 0 3 0 1 0 0 10 ＊ 3 0 1 1 0 0 0

11 0 0 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 1 0 0 12 2 0 1 0 1 0 0

13 - - - - - - - 13 2 0 1 0 2 0 0

14 ＊ 6 0 3 0 2 0 0 14 0 0 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 0 0 15 - - - - - - -

16 - - - - - - - 16 - - - - - - -

17 - - - - - - - 17 2 0 1 0 1 0 0

18 - - - - - - - 18 - - - - - - -

70 4 25 8 9 0 0 45 5 14 2 13 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト
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戦　　評

福 島 汰 成

肥後橋 銀次郎

友 永 拓 海

吉 良 倫 太 郎
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渕 恵 尭
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衞 藤 裕 太
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松 尾 巧

村 上 雄 大

久 木 田 雄 哉

村 上 雅 人

会
場

大分県立総合体育館

タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

 福島　孝生  高月　大嗣

OT1

岩 松 永 太 郎

選　手　氏　名 選　手　氏　名

篠 田 侃 隆

－ － 02:10 10:58 26:39 28:29
OT2

大
会
名

平成22年度　九州中学校体育大会
第40回九州中学校バスケットボール競技大会

A4

期
日

2010年（平成22年) 8月6日(金)

警告：合計が違います

○(熊本1位)

14:00

31:49 －

男子1回戦

玉名 70 45 大分大附属

(大分2位)●

警告：合計が違います

31:13 －
OT1 OT2１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

05:32 － 21:54 29:50

第4試合は、地元の大分大学附属中学校の出場で大きな歓声が上がった。玉名はオールコートマンツーマン、大分附属はハーフコートマンツーでスタートする。玉名#8浦島の3Pで先

制する。その後も激しいディフェンスからボールを奪い、連続得点をする。9-0となったところで、附属はたまらずタイムアウトをとる（残り5分50秒）しかし、玉名はその後も#10

友永、#5吉田が得点を重ね、残り4分を切り17-0まで点差を広げる。附属は残り3分になり、#8橘の3Pによりようやく初得点を挙げる。#17若林もリング下を決め反撃を試みるが、

ディフェンスの手を緩めることのなかった玉名が、26-5で一方的な展開で終了する。

2Qも出だしから激しいプレッシャーをかける玉名が、#4岩松のパスカットからのレイアップシュート、#7西田の3P、#14村上のジャンプシュートなどで得点を重ねる。その後も、ス

ローインのボールを狙われるなど、附属は思うようなオフェンスができず、残り5分で2回目のタイムアウトをとる。タイムアウトを使い切った附属は、メンバーを入れ替え反撃を試

みるが、なかなかうまくいかない。残り3分になりようやく#5大西が2Qの初得点を挙げる。#9合屋、#12堀のシュートが決まるが、玉名は#4岩松、#7西田を中心に得点を重ね、攻守と

もに圧倒し、49-11で大量リードをして前半を終了する。

3Q附属はディフェンスをオールコートのゾーンプレスに変えて流れを作ろうとする。激しい動きからオフェンスも次第に思い切りがよくなり、#9合屋、#8橘の3Pなどで、3Qは残り2

分までを13-7で逆に玉名をリードし、互角以上の戦いをする。玉名もタイムアウトを取り、流れを引き戻そうとするが、変わらず3Qは15-9で附属がリードをする（トータルでは58-

26で玉名がリード）。

4Qに入っても両チームとも積極的なディフェンスからボールを奪い、果敢に攻める。後のない附属は残り5分20秒でタイムアウトをとり、メンバーを全員入れ替え運動量を増やして

対抗しようとする。それが功を奏し、玉名にミスが見られるようになる。残り4分に再度スタートメンバーに入れ替える。残り3分30秒で時間のない附属は2回目のタイムアウトをと

り、最後まで頑張るように指示を出す。その後も、一進一退の攻防が続き、玉名が残り2分10秒にタイムアウトをとる。残り1分17秒で玉名はメンバーを大幅に入れ替えた。後半は

34-21で附属がリードするが、序盤の大量リードに守られた玉名が、最終スコアー70-45で2回戦へと駒を進めた。点差が開いても最後まであきらめずに、ボールを追い続けた附属の
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